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【緒言】	 

	 MnBi は六方晶 c軸に強い一軸磁気異方性を

有し,	 室温以上で高い保磁力を示す強磁性材

料である[1].	 最近,Bi の融点(271°C)以下で	 

Bi と Mn を化学量論組成で強磁場中固相焼結

によって配向した MnBi の合成がなされた(三

井ら	 特願 2013-197699).	 本研究では,	 Bi の

融点(271°C)以上での強磁場中液相焼結で

MnBiを作製し,	 結晶配向への磁場の影響を調

べることを目的とした.	 

【実験方法】	 

Mn(3N,5	 µm 以下),	 Bi(4N,150	 µm 以下)の微粉

末に 2	 t/cm2 の圧力を印加し圧粉体を作製し

た.	 熱処理は 250°C または 280°C で 24 時間行

い,	 12 時間かけて室温まで冷却した.	 磁場中

熱処理は,	 東北大金研強磁場センターの無冷

媒超伝導マグネットで,	 磁場 B	 =	 0-15	 T の下

で行った.	 

【結果】	 

Fig.1(a)に 15	 T での,	 Fig.1(b)にゼロ磁場下

での固相焼結MnBiのX線回折のデータを示す.	 

強磁場下(15	 T)で作製した焼結体は六方晶の

c 軸 が印加磁場方向に 配向していた .	 	 

Fig.2(a)に 15	 T での,	 Fig.2(b)にゼロ磁場下

での液相焼結MnBiのX線回折のデータを示す.	 

強磁場下(15	 T)で作製した焼結体は固相焼結

のときと同様に配向していた.講演では,試料

の配向の磁場効果を報告する予定である.	 
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Fig.1 XRD patterns of MnBi alloys sintered at 
15 T(a) and 0 T (b) by solid phase sintering. 

Fig.2 XRD patterns of MnBi alloys sintered at 
15 T(a) and 0 T (b) by liquid phase sintering. 
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